
　

８
月

29
日
夜

の
参
議

院
本
会

議
で
野

田
首
相
に
対
す
る
問
責
決
議
を
自
民
党
な

ど
野
党
の
賛
成
多
数
で
可
決
い
た
し
ま
し

た
。
野
党
は
今
後
の
審
議
に
応
じ
な
い
構

え
の
た
め
、
国
債
発
行
特
別
法
案
の
今
国

会
成
立
が
困
難
と
な
り
、
赤
字
国
債
の
発

行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
自

治
体
へ
配
分
さ
れ
る
地
方
交
付
税
な
ど
が

先
送
り
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

案
が
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
議

会
制
度
の
見
直
し
事
項
と
し
て
、
一
つ
目

に
地
方
議
会
の
会
期
を
通
年
会
期
に
法
制

化
等
。
二
つ
目
に
条
例
の
制
定
・
廃
案
・

予
算
に
関
す
る
議
決
以
外
に
つ
い
て
、
再

議
権
の
拡
大
、専
決
処
分
事
項
の
見
直
し
。

　

ま
た
、
８
月
30
日
に
行
わ
れ
た
国
と
地

方
の
協
議
の
場
に
お
い
て
、
安
定
財
源
の

確
保
に
伴
う
社
会
保
障
、
税
の
一
体
改
革

関
連
法
の
成
立
を
要
望
し
ま
し
た
。

56億円使いました56億円使いました56億円使いました56億円使いました
認定

２2012.10

　

平
成
24
年
度
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
平
成
23
年
度
決
算
を
は
じ
め
平
成
24
年
度
補
正
予
算
な
ど
議
案
14
件
、
認
定
10
件
、
報
告
１
件
が

提
出
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

高橋  議長

村　税 １３億４，００２
地方譲与税 　　　８，８８８
各種交付金 　２億４，２７１
地方交付税 １３億９，８８１
分担金、使用料等 　１億２，８１７
国庫支出金 １１億４，３３６
県支出金 　３億３，５００
村　債 　３億１，７１９
その他   ８億１，３６６
　　合　計 ５８億　  ７８０

平成23年度　一般会計決算の認定
歳入決算額

歳出決算額

項　目 金額（万円）

議会費 　１億　  ３１１
総務費   ８億６，７７６
民生費 １５億８，６７５
衛生費   ２億８，５９０
労働費   ３４６
農林水産業費   ２億４，６０５
商工費 　　　１，１０９
土木費   ４億６，９７４
消防費   ２億７，２７８
教育費   １４億８，３１８
公債費   ２億４，８８２
諸支出費   ３６
　　合　計 ５５億７，９００

項　目 金額（万円）

歳　入

歳　出

村税
23.1%

地方譲与税
1.5%

村債
5.4%

県支出金
5.8%

地方交付税
24.1%

各種交付金
4.2%

国庫支出金
19.7%

分担金、使用料等
2.2%

その他
14.0%

議会費
1.8%

諸支出費
0.0%

総務費
15.6%

民生費
28.4%

衛生費 5.1%
労働費 0.1%農林水産業費 4.4%

土木費
8.4%

消防費
4.9%

教育費
26.6%

公債費
4.5%

商工費 0.2%
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歳
入

質
問　

保
育
料
の
未
納
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。

子
育
て
・
長
寿
支
援
課
長　

現

年
度
の
未
納
件
数
は
児
童
が
21

名
で
あ
り
、
ま
た
過
年
度
分
の

未
納
は
61
名
分
で
す
。

質
問　

昨
年
は
子
ど
も
手
当
、

今
年
か
ら
児
童
手
当
と
な
っ
て

い
る
一
部
法
律
が
改
正
さ
れ

て
、
児
童
手
当
か
ら
保
育
料
を

直
接
徴
収
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が
実
施
す
る
考
え
は
。

子
育
て
・
長
寿
支
援
課
長　

保

護
者
の
児
童
手
当
の
支
給
分
か

ら
徴
収
し
て
い
い
と
い
う
同
意

書
を
い
た
だ
か
な
い
と
天
引
き

の
徴
収
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
実
施

し
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

不
納
欠
損
金
が
２
０
０

０
万
円
余
り
あ
る
。
過
去
３
年

間
を
合
計
し
て
も
１
８
０
０
万

質　

疑

円
余
り
で
あ
る
が
、
な
ぜ
23
年

度
は
増
加
し
た
の
か
。

税
務
課
長　

税
法
上
の
順
序
で

い
き
ま
す
と
滞
納
処
分
の
執
行

停
止
を
か
け
て
、
３
年
が
た
つ

と
不
納
欠
損
す
る
と
い
う
手
順

を
踏
む
の
が
本
来
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
手
が
つ
け
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
の
が
実
態
で
あ
り

ま
す
。

質
問　

監
査
委
員
か
ら
も
指
摘

が
あ
っ
た
よ
う
に
自
主
財
源
が

相
当
下
が
っ
て
い
ま
す
、
徴
収

率
を
上
げ
る
こ
と
を
、
今
年
度

の
課
題
と
し
て
挙
げ
て
も
ら
え

な
い
か
。

村
長　

25
年
度
か
ら
５
つ
の
指

針
を
上
げ
ま
し
た
。１
点
目
は
、

税
務
課
の
職
員
体
制
の
根
本
的

な
見
直
し
を
行
い
、
新
た
に
徴

収
専
門
員
を
配
置
し
て
、
徴
収

義
務
を
１
か
所
に
集
約
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
２
点
目
は
、

数
値
目
標
を
設
定
し
、
進し
ん
ち
ょ
く捗
状

況
及
び
達
成
度
な
ど
管
理
す
る

た
め
の
事
務
シ
ス
テ
ム
の
構
築
。

３
点
目
が
、
地
方
税
務
法
に
抵

触
し
な
い
範
囲
内
で
情
報
を
共

通
化
し
、
徴
収
の
全
庁
的
な
取

り
組
み
を
今
一
度
見
直
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。
４
点
目

が
、
税
務
業
務
を
進
め
る
上
で

中
核
と
な
る
中
堅
職
員
を
養
成

す
る
た
め
、
25
年
度
も
継
続
し

て
県
へ
、
実
務
研
修
に
派
遣
し

た
い
。
５
点
目
が
、
徴
収
窓
口

の
拡
大
あ
る
い
は
住
民
サ
ー
ビ

ス
及
び
税
収
率
の
向
上
を
図
る

た
め
に
、
今
、
日
曜
納
税
窓
口

を
開
い
て
い
る
が
、
コ
ン
ビ
ニ

納
税
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

歳
出

質
問　

ふ
れ
あ
い
館
の
指
定
管

理
の
契
約
が
今
年
度
で
切
れ
る

が
、
公
募
等
を
行
う
考
え
は
。

村
長　

今
の
時
世
で
や
り
た
い

と
い
う
方
が
い
な
い
の
で
、
今

回
も
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
願

い
す
る
こ
と
で
進
め
て
い
ま
す
。

質
問　

黒
字
が
な
か
な
か
見
込

め
な
い
状
況
で
運
営
を
任
せ
る

だ
け
で
な
く
、
施
設
面
の
整
備

等
村
と
し
て
行
う
考
え
は
。

村
長　

運
営
委
員
会
よ
り
意
見

が
上
が
っ
て
く
れ
ば
、
精
査
し

て
い
き
た
い
。

質
問　

嘱
託
職
員
と
臨
時
職
員

は
何
名
い
る
か
。

総
務
課
長　

嘱
託
職
員
は
21
名

臨
時
職
員
は
60
名
そ
の
他｢

嘱

託
職
員｣

２
名
合
計
83
名
で
す
。

※
嘱
託
職
員
と
は

　

行
政
事
務
を
補
う
た
め
、
一

定
期
間
勤
務
さ
せ
る
た
め
に
任

用
す
る
職
員
及
び
勤
務
時
間
が

正
規
職
員
に
準
ず
る
者

質
問　

各
課
に
あ
る
電
算
委
託

料
が
年
々
大
き
な
金
額
に
な
っ

て
い
る
。
渋
川
広
域
圏
内
で
シ

ス
テ
ム
の
統
一
は
可
能
か
。

村
長　

シ
ス
テ
ム
の
中
で
可
能

な
分
野
と
不
可
能
な
分
野
が
あ

る
。
精
査
し
な
が
ら
可
能
な
と

こ
ろ
は
北
群
馬
同
士
で
も
良
い

か
と
考
え
て
い
る
。
課
長
と
相

談
し
て
良
い
も
の
は
進
め
て
い

き
た
い
。

質
問　

農
業
委
員
会
で
不
用
額

が
１
０
０
万
円
、
報
酬
で
も

23
万
円
出
て
い
る
理
由
は
。

産
業
振
興
課
長　

報
酬
の
不
用

額
は
委
員
の
１
名
の
減
で
あ
り

ま
す
。
議
会
推
薦
の
方
が
い
な

い
の
で
減
額
で
す
。

質
問　

今
後
、
ふ
る
さ
と
公
園

を
ど
う
す
る
の
か
。

村
長　

ふ
る
さ
と
公
園
周
辺
に

は
官
民
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
が
点
在
し
て
い

る
だ
け
で
、
線
で
つ
な
が
っ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
私
自
身
の

考
え
の
も
と
に
、
今
回
い
ろ
い

ろ
な
対
策
協
議
会
を
立
ち
上
げ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
中
に
、

考
え
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
、

来
年
度
の
予
算
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問　

耳
飾
り
館
の
経
費
が
大

分
か
か
っ
て
い
る
が
、
ど
う
し

た
ら
入
館
者
が
増
え
る
か
検
討

し
た
こ
と
が
あ
る
か
。　

生
涯
学
習
課
長　

年
に
、
２
回

ほ
ど
運
営
員
会
を
開
い
て
お
り

ま
す
。
１
年
間
の
入
館
料
を
見

る
と
人
は
少
な
か
っ
た
と
い
う

よ
う
な
状
況
で
す
。
文
化
財
調

査
委
員
さ
ん
と
も
話
し
合
い
詰

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

児
童
手
当
か
ら

保
育
料
天
引
き
は

納
税
し
や
す
い
方
法
を

今
後
の
ふ
れ
あ
い

館
の
運
営
は

電
算
委
託
料
に
つ
い
て

議
会
推
薦
の
農
業

委
員
な
し

ふ
る
さ
と
公
園
の
今
後
は

入
館
者
を
増
や
す
に
は

正
職
員
以
外
の
状
況
は



住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
特
別
会
計

質
問　

平
成
21
年
に
回
収
検
討

委
員
会
を
開
催
し
た
が
、
現
在

そ
の
委
員
会
が
ど
の
よ
う
な
形

で
、
反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

住
民
生
活
課
長　

滞
納
者
と
情

報
を
リ
サ
ー
チ
し
な
が
ら
地
道

に
や
る
と
い
う
よ
う
な
内
容

で
、滞
納
者
と
の
信
用
を
築
き
、

そ
う
い
う
こ
と
で
徐
々
に
成
果

が
で
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

特

別

会

計

質
問　

負
担
金
の
収
入
未
済
額

が
昨
年
よ
り
増
え
て
い
る
が
。

上
下
水
道
課
長　

負
担
金
は
24

万
円
で
割
引
制
度
を
受
け
る
と

21
万
７
２
０
０
円
で
す
。
負
担

金
の
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
工

事
終
了
後
に
村
よ
り
説
明
が
あ

り
、
公
共
下
水
道
は
（
＊
）
割

引
制
度
が
あ
り
、
契
約
は
す
ぐ

に
さ
れ
る
が
、
支
払
い
は
遅
れ

て
い
る
。 質　

疑

（
＊
）
割
引
制
度
…
本
来
は
４

期
の
分
割
払
い
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
一
括
払
い
を
選
択
し

た
場
合
、
規
定
に
基
づ
き
報
奨

金
が
交
付
さ
れ
る
。

学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

質
問　

給
食
費
の
収
納
率
が
下

が
っ
て
い
る
が
、
ど
ん
な
方
法

で
収
納
し
て
い
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

職
員
で
５
班

の
班
つ
く
り
、
毎
月
定
期
的
な

訪
問
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
手

当
の
支
給
月
に
つ
い
て
重
点
的

に
滞
納
整
理
に
当
た
っ
て
い
ま

す
。

質
問　

児
童
手
当
か
ら
天
引
き

は
。

子
育
て
・
長
寿
支
援
課
長　

強

制
的
な
徴
収
は
、
給
食
費
等
は

で
き
ま
せ
ん
が
同
意
書
い
た
だ

け
れ
ば
で
き
ま
す
。

下
水
道
事
業
会
計

質
問　

水
道
料
金
は
、
10
年
間

値
上
げ
が
な
い
が
。

上
下
水
道
課
長　

経
常
利
益
、

繰
越
利
益
が
出
て
い
ま
す
の
で

料
金
の
改
正
は
し
な
く
て
よ
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会　計　名 歳 入 総 額 歳 出 総 額
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
老人保健特別会計
介護保険特別会計
住宅新築資金等貸付特別会計
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
学校給食事業特別会計
上水道事業会計

平成23年度　特別会計決算平成23年度　特別会計決算平成23年度　特別会計決算平成23年度　特別会計決算
１６億　３７７万円

８，４８２万円
０万円

８億２，６９４万円
２，３７５万円

２億６，６１５万円
９，７７６万円

１億４，４４３万円
３億　  ６０７万円

３３億５，３６９万円
（１万円未満四捨五入している為、合計額等と一致しない場合がある）

１７億２，１５２万円
８，４８２万円

０万円
８億４，００３万円

２，３７５万円
２億６，６１５万円
９，７７６万円

１億４，４６９万円
２億６，６９０万円

３４億４，５６２万円合　　　　計

認定

財政調整基金 ２０億４，０３６万円
減債基金 ２億６，８２３万円
ふるさと創生基金 ３，６７２万円
義務教育施設整備基金 ８億２，６９９万円
社会福祉施設整備基金 ２，８７８万円
地域福祉基金 １億６，６０３万円
農業用水維持管理基金 １８億９，１７７万円
農業災害基金 ５７７万円
土地開発基金 １億５，４３８万円
　　  小　　　計 ５４億１，９０４万円

一般会計 ３１億１，１０７万円
介護保険特別会計 　　　　　 ４８０万円
住宅新築資金等貸付特別会計 　１億３，２７１万円
公共下水道事業特別会計 ２１億５，９８８万円
農業集落排水事業特別会計 １９億６，５４３万円
水道事業会計 　４億８，６５８万円
　　　　合　　計 　７８億６，０４７万円

（一般会計）

国民健康保険基金 ３万円
介護給付費準備基金 ０万円
　　  小　　　計 ３万円
　　  合　　　計 ５４億１，９０７万円

（特別会計）

村の預金 村の借 金

健全化判断比率および資金不足比率報告
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、毎年議
会へ報告されています。平成23年度決算における実質公債費比
率は５．９％で、前年度と比べ０．４ポイント悪化しています。実
質赤字比率、連結実質赤字比率及び将来負担比率はいずれも数
値が計上されておらず、村財政は健全な状態を維持していること
を確認しました。
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